
（1）

№ 9

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉
　12：00　〈食　事〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……我等の生業

	 ５．歓迎の辞及びゲスト並びにビジター紹介

	 ６．会長挨拶並びに会長報告

	 ７．幹事報告

	 ８．出席報告

	 ９．委員会報告

	 10．ニコニコボックス報告

	 11．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／21）……休　会（法定休日）

	 　（９／28）……

	 　　クラブフォーラム（雑誌委員会）

	 　　　講師　クラブ雑誌委員会

	 　　　　　　委員長　磯部　一智 会員

　12：55	 12．地区スタッフ挨拶…………安
やす

田
だ

　智
とも

雄
お

 様

　13：00	 13．卓　話

	 　　西三河分区ガバナー補佐 大
おお

見
み

　　宏
ひろし

  様

	 14．謝　辞

	 15．点　鐘…………〈会　長〉

　13：30	 16．閉会宣言

　13：50	 クラブ協議会………〈司会：会　長〉

	 １．開会の挨拶……〈会　長〉

	 ２．ガバナー補佐の挨拶

	 ３．各委員長による委員会計画の発表と

ガバナー補佐のご指導

	 ４．ガバナー補佐の総評

	 ５．お礼の挨拶……〈会　長〉

　14：50	 散　会

会長・幹事懇談会

ゲ ス ト

ガバナー補佐　　大見　　宏 様（安城RC）

地区スタッフ　　安田　智雄 様（名古屋北RC）

分区幹事　　　　成田　孝則 様（安城RC）

出 席

会員総数　96名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　89名

欠　席　５名　　出席率　94.38％

前々回（８／31）の修正出席率 100％

幹 事 報 告

１）本日例会終了後に大ホールにてクラブ協議会を開

催しますので、理事、役員、委員長、新会員の方は

ご出席をお願いします。

２）例会終了後に撮影している全体写真は、コロナ感

染防止の観点から取り止めさせて頂きます。

委 員 会 報 告

●直前幹事

１）本日、2019―2020年度のクラブ活動年次報告をレ

ターケースに入れさせて頂きましたので、ご確認を

お願いします。

第3092回例会プログラム
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2020 ～ 2021年度　国際ロータリー　ホルガー・クナーク 会長テーマ

Rotary Opens Opportunities　ロータリーは機会の扉を開く

例 会 日 時　毎週月曜日

　　　　　　12：30 ～ 13：30

例 会 場　刈谷市新栄町３の26

　　　　　　　刈谷商工会議所内

事 務 所　TEL〈0566〉22-2111

　　　　　　FAX〈0566〉25-2111
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ホームページ　http://www.kariya-rotary.com
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会 長 あ い さ つ
神野　公秀

　本日は、西三河分区ガバナー補佐	

大見　宏様、地区スタッフ安田智雄

様、分区幹事　成田　孝則様には早

い時間よりお越し頂き、例会前に、

ご指導並びに2760地区、分区内の各

クラブの活動状況をお教え頂きまし

た。有難うございます。例会後に開

催を致します各委員長、新会員との

クラブ協議会でもご指導を宜しくお願い致します。

　各クラブの状況をお伺いして、改めて感じましたのは、

会員の皆様には、開会前にお食事をとって頂いたり、お

食事をしながらのお話を慎んで頂いたり、大会議室にて

モニターでの例会と、多々ご不便をおかけはしています

が、こうして例会開催を積み重ねさせて頂けるのは有難

い事であり、例会開催にご理解とご協力を頂けている事

に感謝しかありません。コロナウイルスの影響が完全に

無くなる迄、大きな問題が起こることが無く、例会を開

催し続けられることを願ってやみません。

　９月９日は「人日の節句」「上巳の節句」「端午の節

句」「七夕の節句」「重陽の節句」と季節ごとの食べ物を

神様にお供えし、共にいただき、祝う五節句のひとつで

ある「重陽の節句」です。「重陽」は古くから中国で縁

起の良いよい数日とされた陽数（奇数）のうち、もっと

も大きい「９」が重なる、とてもおめでたい日でもあり

ます。古代中国の人々は、邪気を祓うグミの実を入れた

袋を身につけ野山に出かけ、菊の花を浮かべたお酒を酌

み交わしてお互いの長寿と無病息災を祈りました。延命

長寿の霊草と信じられていた菊に、長生きを願っていた

ようです。この風習と菊は、奈良時代頃に日本へ伝来し

ました。平安時代には「重陽の節句」として宮中行事と

なり、やはり菊花を浮かべた「菊酒」を飲むようになり

ました。また、節句の前夜に菊の花に綿をかぶせておき、

露や香気を移した綿で体を拭き清める「被綿」（きせわた）

も生まれました。こちらも菊の長寿パワーを心身に取り

入れるためのならわしです。このように菊の花が主役と

なることから、重陽の節句は「菊の節句」とも呼ばれます。

江戸時代には幕府によって祝日となり、庶民の間にも菊

酒が広まりました。栗ご飯を炊いてお祝いしたり、菊の

品評会を行ったりもしたそうです。お酒が苦手な方やお

子さんがいる家では、菊の花をお風呂に浮かべて楽しむ

のも良いと思います。食用菊をいただいてもお節句気分

が盛り上がります。シンプルに香りを堪能できるおひた

しがオススメですが、花びらを湯がく際にお湯にお酢を

ひとたらししておくと、色鮮やかに仕上がります。重陽

の節句は、農村部では秋の収穫祭と結びつきました。多

くは「おくにち」、もしくは「おくんち」と呼びますが、

これは「御九日」から来ている名前です。また、９月９

日・19日・29日の３回の「９日」を「三九日」（みくにち）

として大切にしている地域もあります。茨城県や埼玉県

には、三九日にナスを食べると風邪除けや病除けになる

という言い伝えがあるそうです。

　　　　　　

地区スタッフ挨拶

安田　智雄 様

卓 話

西三河分区ガバナー補佐

大見　　宏 様
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ク ラ ブ 協 議 会

各委員会による委員会計画の発表とガバナー補佐のご指導


